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稻 の分蘖 に 關 す る 研 究

第 二 報

温 度 及 空 中濕度 と分蘖 度 と の 關 係

深 城 貞 義

(昭和六年四月十三日受領)

1緒 言

温度が一般植物の生長に密接なる關係ある事は今更喋 々を要 しない虜であり,稻 に就ても

佐 々木氏(8)は 稻葉の伸長 生長 と温度との關係に就て研究 し,氣 温30・310C附 近に於

て伸長生長最可なる事を誰 し,両 氏(4)及 氏(2)は 稻の

生長 こ水温 との關係の研究をなし,稻 σ)栽培に対して は水温 は最適温度である

との結果を得てゐる,一 般植物の分岐 と温度 との 關係に就ては 鯨 り明白に されてゐない様

である。稻の分蘖 と温度との關係に就ては両 氏(4)は340Cの 水温

は分蘖 に対し最適であるとの結果を得,氏(2)も 大燈 同様の結果を得てゐる。

然れ共,稻 の幼苗期 及分蘖 初期に於ける温度との關係に就ては未だ詳細を鉄 ぐ様である。

空中湿度と植物の生長 との關係に就ては(5)は

及 を材料として高濕度 及低湿度 の硝子箱中に之等を栽培し,其

生長に及ぼす影響を調査せ るに,多湿 の空氣 中に栽培せるものは乾燥空氣中のものに比 して

一個体 當 りの乾量が勝るとの結果を得,氏(11)も 諸種の植物に就て同機の實験を

なし,空中湿度 の増加 と共に 一個体 當 りの有機物質は増加 し,生 量,乾 量及 灰分量に於て

も増す と記してゐる。 然るに 氏(6)は 大夢に就て同様の實験をなし,湿室中

では一個体営 りの全生量は増大するも,全 乾量 及 全灰分量は 乾空中 の夫に劣 るとの結果を

得,氏(9)も 大夢に就て同様 の實験をなし,全 生量は多湿氣中に於て減少し,分

蘖度も乾氣中のものに比して劣る事を記してゐる。 氏(10)は 察中湿 度と形の変

化 との關係の實験をなし,及 は温度 の飽和せる氣中にては伸長せ
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る茎を生 ずるも,及 に就ては然 らざる事を証 し,殊 にCaPsella

は其伸長 度著しく,葉 も疎にして殆んさ花芽を鉄き,葉 芽の発育 を見ないと記 してゐる。

上記空中濕度 に關する諸結果が必ずしも一致しないのは,一 は材料の如何により,他 は實

験法及び湿度 の程度の相違にも蹄 し得るもの ・様である。

稻に就て,空中湿度 は其生長の上に,殊 に分蘖 度の上に如何に影響するかは未だ明白にさ

れてゐない。

で,著 者は二三年來水温,氣 温及空中湿度 と稻の分奨度との關係の實験をなし,該 方面に

就て聯か知見を加へる欝が出來たので,数 に報告する事とした。

本研究は九州帝國大學農學部植物學教室に於て行ひたるものであつて,其 間終始懇篤なる

指導を添ふしたる纐纈教授 に対 し,薙 に謹んで感謝の意を表す。

Oxalis,  Planlago Taraxacum

II温 度 に 關 す る 實 験

A水 温 と分蘖 度 と の 關 係

a・ 白熱燈挿人に依 りて水温に相違あ らしめた場合

實験材料及方法'実験 の材料は水稻 「晩神力」を用ひ,栽 培に使つた土壌は九大農學部植

物 園 の 園 土に して,之 を ワグ ネル 氏 ボ ツ ト (2。1。 。反 歩) に等量宛填充した。 ボ ツトの周

園よりの温度の逸散を防 ぐ爲に夫を木箱中に人れ,其 ポツ トの周囲 の室所に鋸屑を填充し,

覆をして雨水を避 け其木箱を約8割 の高さにまで土中に埋 めた。 ポ ッ トの水深は4-5cm・

とし,其 中央若 くは一A隅に5・10,16,24及32燭 光の白熱燈(炭 素線)を 黒布で包んで挿

人した。両別に標準区 として電球を挿人せ ざる区を作 り比較用 とした。比較的高温の時期に

於ては夜間のみ電燈を点じ書間は消 した。實験中の水温は主にボツ ト中に最高最低寒暖計を

人れて測定せるも,時 々一日に6回(4時 間苺に)測 定 して其変化の有様を調べた。尚稻

0)年齢の相違によりて分蘖 度のLに 於ける温度の影響を異にする(7)に 非 るやを確むべ く

著者は播種若 くは発芽 直後,分蘖稈 の出現始め及び分蘖旺盛期の三期に於て夫 々温度に依 る

影響の實験を開始 した。

第 一 實 験(1929年)

2日 間浸漬せる種子を4月8日 に播き,以 後毎 日17時 に貼燈 し,9時 に滑燈 した。

5月3日 まで即ち分蘖の初期 まで實験を継続 し,毎 日一回宛最高最低温度を測定 した。



實験結果(第 一表参照)・i)分蘖稈 の最初の出現期に就ては,最 高最低の平均温度26。c

に於けるもの(16燭 光区)最 も速かにして,29。Cに 於 けるもの(24燭 光区)も 大蕪なき

も僅かに遅れ,31。C(32燭 光区)及 び24。C(10燭 光区)に 於けるものにては可な り邊延

し,22。Cに 於けるも0)(5燭 光区)及 び17。Cに 於けるもの(標 準区 不点燈)に 於ては

實験期中全 く分蘖i稗の出現を見なかつた。ii)一 株常 の分蘖稈 の総長 さ,地 上部乾量,分蘖i

稗数 及主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比に就ては最高最低の不均温度26GCの もの

に於て最大を示 し,夫 よりも高温若 くは低温 とな りし場合には漸次之等の数値に於て遍減 し

てゐる。iii)主稈 の長 さに就ては最高最低の平均温度24。Cに 於て最大を示し,其26。c

のものに於て僅かに劣 り更に高温若 くは働 器となるに從つて漸減 してゐる。

第 一 表 生育初期に於け る水温 と稻 の分蘖 度並 に其他 の

生育度 との關係(6個体 宛2組 の干均 緒果)。

区番 號

電 球 の 燭 光 度

最高最低の平均 温度C・

温度 の変化 の範囲C・

平均主稈の長 さ(II)

一・一・株當 り分蘖稈 の糖長 さ(B)

B/H

一株當 り平均分蘖稈数

地 上 部 乾 量 亀

測定数値{1全 材料 の平均 値 をIooと せ る場 合の比数1こて示 す。

上記の結果に依つて見 るに,地 上部乾量 及分蘖 度は最高最低の平均温度26。Cの ものに

於て最大にして,夫 よりも高温のものに於ては最高温 度は生長に抑駆的に關與せ るものと認

められ,低 温の方に於τは最低温度が著 しく影響を及ぼせるものと認 められる・今温度の変

化の範囲 に就て見 るに,最 高最低の平均温度31。Cの ものではその最高温度53。C,平均 温

度290Cの ものではその 最高温度42。Cを 表 し,之 等の温度 に於ては稻の生長に対 し有害

なる事を示すも0)に して,両 氏(4)及 佐々木氏(8)の 研究結果 とよ

く一致するQ
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第 二 實 験(1928年)

3月29日 に播種し,最 初は叢夜共に羅i燈せ るも,4月9H以 後は9時 に清 し16時

に貼燈 して,5月28[1ま で實験を継続 した。一般實験法は第一實験 と同様なるも本實験に

於て32燭 光旺を省いた。

實験結果 ・最初の分蘖稈 出現期に就ては第一實験の結果 と大髄同様なるも,本 實験 に於て

は第二表に示す如 く結果は…暦明瞭である,21J14時 に於ける平均温度32。Cの もの(16

燭光区)に 於て最 も速かにして,夫 より淵度 σ)上昇若 くは低下するに從つて漸次遅 延 し,標

準区 に於ては殊に著 しき遅延を示 してゐる。分蘖稈 の最初の出現期 と地上部乾量 との關係に

就て,出 現期の最 も速かなる旺に於て地上部乾量(分蘖 旺盛期に於ける測定)は 最大となり,

夫より出現期の遅延するに從つて地上部乾量も漸次遽減 してゐる。其後の生育度殊に分蘖 度

に就ては大髄第一實験の結果 と類似の傾向を得た。

第 二 表 稻 の分蘖 秤の最初の出現期 と水温 との

關係(3個体 の平均)o

区番 號

電 球 燭 光 度

一veI4時に於 ける干均水温C

勤4時 に於 けろ水温の変化 の範囲 ・

實験開始 より分蘖稈 最初の出現
期 までの平均 日数

地 上 部 乾 量

・x一印 は3刀29日 よ り4月6日 まで の測 定結 果

()内 は比 数 に て示 す。 地 上 部乾 量 に4月28日 の測 定 結 果 。

第ll實 験(1926年)

一般に第二実験 と同様の實験方法にて行ひ,9月1Hに 播種 し同月10日 帥苗の長 さが

約3--5cm.の 時に電燈を点じ,11月14日 まで實験を継続 した。其結果は前記第一・及第

二實験 と類似の傾向であつた。

'第 四 實 験(1929年)

實験法は一般に第一實験 と同様なるも,只 最初の分蘖稈 出現時期に於て温度の實験を開始



した。 即5H間 浸漬せる種子を5月9日 にボツ トに蒔き同月29日 に實験を開始 した。

多少時期を異にして一組宛二回繰返せるのであるが,大 髄類似の傾向なるにより今其一例を

第三表に掲 ぐるに ・i)過 度に高度となりkる 場合2μ最高最低の不均温度32・3。cに 於ける

庭、のでは稻の生育は著しく不良となる,詳 言せば地上部乾量,分蘖稈 の総長 さ,分蘖稈 撒及

主秤の長 さに於て然 り。ii)最 高最低の平均温度31・6。Cに 於けるものも同様の傾向なる

も,分蘖稈 数及圭稗の長 さに対す る分蘖稈 の総長の比に就ては,夫 よりも低温涯に比 しτ可

な り勝る傾向にある。iii)最 高最低の平均温度26-27。Cに して,其 最高36-37。Cを

越 えぬ場合は婚の生育度即地上部乾量及分蘖稈数 等よりして有害に非ざる事が認め られる。

第 三 表 水 温 と 稻 の分蘖 度 と の 關 係。

分 葵 初 期 に 實 験 開 始。

区番 號

電 球 燭 光 度

最高最低の平均 温度c

温度変化 の範囲 ・C

主稈の長 さ・(H)

一株當 り分蘖稈 の総長 さ・(B)

一株當 り分蘖稈数

B/II

地 上 部 乾 量

測定数 値は全 材料 の平均 値な100と せ る携 合の比tWt;て 示 す。

その平均温度26。Cに 於ては其27・3。Cの ものよりも乾量に於て 稽 々劣 るは,前 者に於て

最 低温度が2・5。C低 い事は其原凶をなすのであらう。

本實験に於ける分蘖度並に地上部乾量の最大値を示せる温 度(最 高最低0)z平均温度27・3◎

C)は 第一實験の発芽直後 より実験せ るものs夫(平均温度26cdに て最大値を示す)に

比するならば,大 差なきも前者に於て多少高い傾向がある機である。

第 五 實 験(1929年)

大膿第一・實験 と同様の實験に依れるも只本実験 に於ては分蘖 旺盛期に於て實験を開始 した。

2Pち3日 間浸漬せる種子を7月15Hに 蒔き8月7Hに 於て實験を開始せるもので,其



時に於ける屯稈の長 さは42-45cmに して12-13本 の分蘖稈 を出現 して正に分蘖旺盛期に

あつた。18時 に鼎i燈し始め翌Hの6時 に滑 し,其 度毎に最高及最低温度を測定 しfこo各 涯

2本 宛2組 の實験をなした。

Ai其実験 結果を第四表に依つて見るに=i)

第 四 表 水 温 と 稻 の分蘖 度 と の 關 係。

分蘖旺盛期 に實験開始(2個体 宛2組 の平均)。

区番 號

電 球 燭 光 度

最高最低の平均温度c

温度変化の範囲。C

主稈の長 さ(H)

一株 當 り分11稈 の総 長 さ・(B)

分蘖稈数

BIII

地 上 部 乾 量

数値 は金材料 の平均 値 をIOOと せ る場合 の比数 にて示 す。

地上部乾量及分蘖稈 の総長 さは最高最低の平均温度31・1。C区 に於て最大にして其30。C

画若 くは32。c旺 に於て僅かに劣 り,夫 より高温 となるに從つて漸次遍減 してゐる。ii)分

蘖稈数及主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比はzド均温度32。C区 に於て最大を示 し,

両端に向つて漸次減少 してゐる。 然れ共平均 温度32・70C区 に於ける之等の数値は假令

32。C区 のものより僅かに劣 るにしても,債1該 画 こ於ける地上部乾量,主稈 の長 さの比数等

に比 しτ遙かに勝る。iii♪主稈 の長 さは最高最低の平均 温度30。C区 に於て最大を示し,

夫 より高温 となるに從つて漸減の傾向を呈してゐる。iv)分蘖 度並に地上部 乾量に就て

は一一一4般に平均温度350C区 及370C区 に於て急激な減少を示 してゐる。平均温度37。C区

に於ては48--49。Cに 於て一晩点燈せ る結果水の表面近 くの稗は著しく摩燗 し,葉身は可な

り枯れ始 めた。二書夜後に於て第一組に於けるものは大部枯死 した。平均 温度35。C区 で

は一・晩後に多少幼葉は麥凋し始め,其 後一層 枯死の度は進み實験の後期に於て或植物は黄褐

色を呈し可な り瀕死の状態を呈せるもの もあつた。郎45。 乃至50。Cに 於ては假令短時間



な り共著しく有害なる事はSAC}IS氏(7)の 他の高等植物に於ける實験結果 と一致する。

要するに本實.twgll分蘖旺盛期に實験を開始せるものに於ては,最 高最低の不均温度31。C

内外に於て分蘖 度並に地上乾量等が最大を示 し,第 一實験の如 く幼苗期に實験開始の結果不

均温度26。C内 外に於て最大を示せるものtこ比するな らば,稽 々高温に存する事は注目すべ

きもの ・様である。

第 六実験(1929年)

實験法は大髄第五實験 と同様 にして,只 其時期を異にせるのみ。即9月10日 に播種 し,

10月29日 に實験を開始 した。此時期に於 ける稻の生育は,主 秤の長 さが30--33cm・ 分

蘖稈数6本 内外であつた。

其實験結果を第五表に依つて見るに ・i)最 高最低の平均温度26。C内 外に於ては主稈 の

長 さ,分蘖稈 の総長 さ,地 上部乾量及分蘖稈 の総長 さに対す る主稈の長 さの比に就て最大を

示し,夫 より濃度の上昇するか若 くは低下するに從つて漸次遍減 し,其 標準区に於ける歎値

は著しく低下 してゐる。ii)分蘖稈数 に就ても大髄同様にして,淵 度の高まるに從つて漸

次増大 し平均温度26。C内 外に於て 頂点 に達 し,夫 より多少遍減の傾向をとれるも平均淵

度33。C内 外に至つて急激に上昇 し最高に達 してゐる。

第 五 表 水 温 と 稻 の 分 購 度 と の関係 。

分蘖稽 々旺盛期 に實験開始(2個体 宛2組 の4S均)

区・番 號

電 球 燭 光 度

最高最 低の平均 温度・C

温度変化 の範囲 ・C

主稈の長 さ(II)

一株當 り分蘖稈 の総長 さ・(B)

一株當 り分蘖稈数

BIH

地 上 部 乾 量

数 値は全材料 の苧均値祉100と せ る場 合の比数 にて示 す。



本實験にては最高最低の平均 温度26。C内 外に於て,分蘖 度並に地上部乾量等が最大を示

し,第 五實験に於ける夫の31。Cに 比すれば可なり低温なる事は種 々の原因に由來すべ きも,

実験の時季の相違 も其一因をなす様である 。

b・ 灌概水の動,不 動によりて生ずる水温の相違の影響試験

第 七 實 験(1926年)

實験法 ・ ワグネル氏ポヅ ドに既記の如 く園土を填充 し,之 を水深2cm・区 及6cm画 に

分 ち,そ の各につき更に高温区 と低淵頂 とに分ち高温区 は其水の減少に從つて一 日一回宛補

水 し,低 温区 は水道の水を絶 えずボツ ト内に少量宛流人 させて両者間に水温の差異を生ぜし

め,夫 が分蘖 度に及ぼす影響の實験をなした。實験開始當時に於て3日 間4時 間毎にポヅ

トの水温を測定せる結果は次記の通 りである。

水 深

区名

平均温度C

5月5日 に播種 し,7月4日 まで實験処 置を継続 し,そ の際測定せる結果(第 六表)に

就て次の事が認 められる ・i)高 温区(停 滞水)に ては分蘖稈 の最初の出現期は低温区(流

水)の 夫に比 して多少早い。ii)分蘖稈o)絡 長 さ,分蘖稈 撒及地上部乾量に就ては高温区 に

於けるもの明かに低温区 の夫に勝る事が認められる。iii)主稈 の長 さに就ては高温画 こ於

けるもの多少低温区 の夫に劣 る。

即ち灌概水を流動せしむるか否かによつて起 る水温の差が明かに影響を奥へる事を知る。

第 六 表灌漑 水の停滞及流動に因 る温度 の差異の稻 の

分蘖度 に及ぼす影響(3個体 宛2組 の干均)。

實 験 方 法

實験開始 より最初 の分蘖
秤 出現 までの平均 日数

主稈の 長 さ

一株當 り分蘖秤の縄長 さ

平均分蘖稈数

地 上 部 乾 量

(,内 は實数 を示 し,他は凡 て比数 にて示 す。



B・ 氣温の相違から見た分蘖 度の相違

實験法:鐵 骨製硝子V箱・(0・455米李方,高 さ1・364米)内 に170ワ ツトの電氣的発熱

器を夫 々0(標 準区発 褒熱器を挿人せず),1,2及3個 宛挿人して電流を通じ,H中9時

か ら15時 まで途電を停止した。其硝子箱 内にワグネル氏ボツ トを並置 し,氣 温を変化せし

むる事の稻の分蘖 度に及ぼす影響を調べ た。其實験期間中は毎 旧9時 及18時 の二回宛箱

内の氣中の最高最低温 度を測定 した。」叉水温に就τは時 々測定せ る結果によるに氣温 と著 し

い差異を認むる事が出來なかつた。故に氣温は同時に水淵を意味するものと認 めることが出

來る。此装置内に於ける稻の蒸散量及 並にペ トリ皿内の蒸嚢量は第七表の通 り

である。蒸散量の測定に用ひた稻は水耕によつて育成せ るもので4-5本 分蘖稈 を出現し,

最初の分蘖稈 出現より約四週間経過せるものであつた。

伍て,今 其結果を見 るに氣温が上昇するに從つて關係濕度 は低下 し,ペ トリ皿並に

蒸嚢量及稻の地上部組織粉末容積1cc・ に対す る蒸散量(3)は 著 しく増大する(地

上部生量,含 水量及乾量一瓦に基づけるものにても同様の結果が得 られた)ζ

meter  t

 Atmometer

Atmo-

第 七 表 氣 温 と空 中湯度,蒸発 量 及殿 の蒸散量 との關係。

区番 號

発熱 器 の数

平均温 度xC

平均 關 係 濾 度 契%

Atmometerの 蒸 腰 量

地止部組織 粉末容fflcc・ に対 ナる蒸散量

‡平均 關 係湿度 曇%

‡ ペ トリ皿 に よる 蒸発 量

()内 は金 材料の平均 値な100と せ る場合の比数O

ee印 は一 日6回 測定結 果の平均 値
。

‡ 印 は蒸散量測 定 とは別の時期に於 て測定せ るもので5日 間 の平均 結果。

第 八 實 験(1929年 春季)

2日 間浸漬せる種子を4月8日 に各ポツ トに18粒 宛蒔き翌9日 より電流をi通じて温

度による影響の實験をなした。4月19日 に各ボ ツトに3個体 宛残し,他 を凡て間引き,



5月17日 まで實験を継続 した。

其結果(第 八表)に 依れば次の事が認 められる ・i),最 初の分蘖稈 の出現期ば最高最低の

zド均温度28QC内 外の ものに於て最 も早 く,夫 より氣温の低下若 くは上昇に從つて漸次遅延

する。 而して標準区帥最高最低の平均温度22。C内 外の ものに於ては約10日 邊延 し,最

高盗颪部最高最低の平均温度32。c内 外のものに於ては13日 間選延 してゐる。ii)分蘖

稈の総長 さ及分蘖稈 撒に就ては,分蘖稈 出現初期及分蘖 旺盛期に於ても同様 に平均淵度28QC

内外のものに於て最大を示 し,夫 より氣温の上昇若 くは下降するに從つて急激なる遽減を示

してゐる。分蘖 旺盛期に於ける地上部乾量及主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比に於て

も同様である。iii)主稈 の長 さに就ては,分蘖 初期に於ける最大数 は分蘖稈 の総長 さ,地

上部乾量若 くは分蘖稈 数等 と一致 してゐるも,分蘖 旺盛期には之最大数値が多少低温区 に移

行してゐる。

第 八 表 氣 温(水 温 も同様)と 稻 の分蘖 度との關係(一 組3個体 の干均)。

区番 號

獲 熱 器 数

最 高 最 低 の平均 温 度C

温 度変化 の範囲 ・C

實験開始 より最初の分蘖稈 出

現 までの平均 日数

主稈の 長 さ

一橡當 り分蘖稈 の緯 長

平均分蘖稈

・数

主稈の 長 さ(H)

一 株 當 り分蘖稈 の 線 長 さ(B)

平均分蘖稈数BIH

地 上 部 乾 量

()内 は實数,他 は凡て比数 にて示 ず。

温度 は凡て氣温の測定結果 に依 るo

上記結果中平均温度32。C内 外のものに於ては平均淵.度28・。Cの ものに比 して著しく雄

育が劣るのは此程度の高温度(温 度の変化の範囲 の最高は54。Cを 示す)に 於ては甚しく

稻に有害である事が認 められ,之 結果は佐々木氏(8)の 氣温 と稻の伸長生長 との關係の結



果 と大体 一致する鹿である。

第 九 實 験(1929年 秋季)

第八實験 と同様の事を10月4日 より12月7日 まで繰返せるに大体類似の結果を得t。

III空 中濕度 に 關 す る 實 験

A.乾 燥 剤 を 使 用 せ る 場 合

實験材料及方法:實 験材料は温度の實験に使用せ ると同種即晩神 力を用ひte。實験の方

法は 日照度可 良なる屋外の廣場に並置せる鐵骨製硝子箱(0・455米 李方,高 さ1・364米)内

に ワグネル氏 ボ ツトに依 りて稻を栽培した。 而して乾燥 剤として を小型金網籠

(8cm・ 内径,14cm・ 深 さ)10個(乾 燥区)乃 至2個(稽 々乾燥区)に 填充 してボ ツトの周

園に並置若 くは硝子箱の周壁に懸けた。 は隔 日に乾けるもの と取換へ,尚 降雨の際

は其雨の止み次第に夫を取換へたo多 灘区 としては硝子箱の底部に水を湛へ,両 箱の四隅の

中位から湿布を華れて箱内を出來るだけ多湿に保たせる様にした。飽和画 としては多灘画 と

同様の装置に加ふるに叢間のみ箱の下部より細霧を頃出 させ,噴 霧中多少氣温の低下を防ぐ

爲に下部に5燭 光の カーボン電球を点燈 した。然れ共或他の實験にては上記の乾燥区及多

湿区の二種に就て比較せ る場合 もあつた。

上記の装置に於て乾燥区 及 多湿区 中に於ける關係湿度(乾 燥球濕度 計によりて測定),

及ペ トリ皿による蒸嚢量及稻の蒸散量は次記の如 くである。 A  tmometer

關係温度

 A  dsale

蒸 登 量

 Atmometer

Adsole

Icc・ の地 上部粉末容

績 に対す る蒸散量

乾 燥区

多湿区

()内 は實数,他 は雨匹の平均 値 を:00と せろ場合の比数 ●

蒸散量測定に用ひた稻は水耕せるものであつて主稈 の長 さ29cm・ 内外,分蘖稈(10cm・

内外の もの)を2本 宛出現せるもので,ア ル ミニウム鉢に土壌栽培せるものに就ても類似

の結果が得 られた。両蒸散量表示に就ては地上部乾量,生 量及含水量を基礎とせる場合にて

も上記の組織粉末容横に基づ ける場合 と一致した。他の蒸散量測定の實験に於て,稻 の分蘖

稈出現前には其蒸散量の比は地上部組織粉末容積に基いて122:78に して,更 に老齢期の

ちの郎3本 の分蘖稈 を出現せるものでは112188で あつた。



第 十実験(1930年)

5月9Flに 播種 し,同 月17日 に苗の長 さが約2-3cm・ に伸長せる時に硝子箱内の潔

度を乾燥旺,梢 々乾燥区,多 滉旺及飽和区の4種 に変更 した。 飽和匹では書問8時 より

18時 まで細霧を噴出し,氣 温の低下を防 ぐ爲に5燭 光のヵ一ボン球を点燈した。實験は2

紺行ひ,6月10Hま で纈綾した。本實験の装置に於ては箱 内の氣温は下記の如 く乾燥区 の

方に於て僅かに高いo

区名 乾 燥区 構 々乾 燥区 多 灘区 飽和区

平均氣 温 ・teC23・3。23・2。22・7。21・8。

ee印 は5月Ig日 よ り24日 まで に 於 け る一 日六 回 測定 の結 果 。

今其實験結果を第九表によつて見るに次の事が認められ る ・i)主稈 の長 さに就ては空中

湿度壇大するに從つて大 となる傾向にあ り,分蘖 旺盛期に至つて一層 其傾向は明瞭 となる。

第 九 表 空中湿度 と稻 の分蘖 度並に其仙の生育度 との關係。

3個体 宛2組 の平均 。

平均關 係濕度 膏%

主稈の 長 さ

実験開始 よ り最初 の分蘖稈 出現
までの平均 日数

一株當 り分蘖稈の 総

長 さ

一株 當 り分 壁稈数

主稈の長 さに対す る
分蘖稈の繍長 さの比

地 上 部 生 量

地 上 部 乾 量

()内 は實数,他 は全材料 の平均 値 を10。 とせる場 合の比数 にて示 ナ。

・va空中濕度 な4時 間 毎に一06回 測定結 果は下 表の如 く18時 に測定 せ る緕果 と大差 な き故に

本實験 中にて(t毎 日18時 に一回濕度 を測 定 して其 日の湿度 と定めたo



圃 名

3日 間一日6回 測定結 果の平均関係濕度%

18時 に測 定結果の關係濕度(5日 間の平均)%

ii)分蘖稈 の最初の出現期に就ては大差を認むる事が出來ない。iii)分蘖稈 の総長 さ,分

蘖稈歎及主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比に就ては,分蘖 初期には察中滉度の高まる

に從つて大 ξなる傾向を示す も,分蘖 旺盛期には飽和遜に於ては多滉琿 よりも劣 りて,多 漁

砥 に於て蟻大を示 し,夫 よりも更に温度 の低い方に於て漸次逓減してゐる。iv)地 上部生

量及乾量に就ては分蘖旺盛期に於 ける測定結果によれば空中湿度 の低下するに從つて遽減の

傾向を示 してゐる。

第 十 一 實 験(1929年)

一般の實験法は第十實験 と同様なるも本實験に於ては乾燥区 籠挿人)及 多灘区

の二種に就て2組 の實験をなした。9月7臼 に4H間 浸漬せる種子を各ボツ トに15粒

宛蒔き同月14日 に各ボツ ト苗歎9本 宛 となし,同 日から實験を開始 した。9月19Flに

各ポットに3本 宛 となし他を閥引き10月11日 まで實験を継続 した。實験期中は毎 日4

時間毎に,一 日6回 宛)空中 褥度を測定し,両 一日一回宛最高最低氣温を讃み更にペ トリ皿

(内径8cm・)に よる蒸発量をも測定 した。其結果は第十表の通 りで次の事が認められる ・

i)乾 燥区 にては分蘖稈 の最初の出現期は多湿区 に比 して多少邊れる。ii)主稈 の長 さ,分

麺程の総長 さ,分蘖稈 数,主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比,地 上部生量及乾量に就

ては,多湿区 に於けるもの明白に乾燥区 の夫に勝る。此点 は第十實験 に於ける乾燥区及多湿区

に於ける結果の關係 とよく一致する。両分蘖稈 出現期以前に於て間引けるもの ・測定結果

によるに,主稈 の長 さ,地上部生量及乾量に就ては同様の傾向を示 した。

 'Ad
sole 8

第 十 表 空 中濕度 と稻 の分蘖度 並に員他 の生育度 との關係◎ 各区3個体 宛2組e)2F均o

実験開始
よ 鞍,分蘖

稗 の最初
の出現 日

ま で の

平均日数

()内 は實 薮,他 は雨区 の平均 値 なIooとdる 場 合 の比 数 。

g月14日 よ り10月II日 まで の實 験 結 果O



第 十 二実験(1928年)

1928年 春 季2B4月9rlよ り5月31日 まで 第 十 一一4實験 ε同様 の實 験 を な しτ類 似 の

結 果 が得 られ たo

B.戸 の 開 閉 に よ る 場 合

實験方法 ・乾燥剤を用 ひて空中湿度 の實験をなせると同一の鐵骨製硝子箱の北面の側の

戸(戸 の高さ90cm.,箱 の底部より45cm・ の位置に説着の もの)を 開けるもの(乾 燥区)

及其戸を閉ち箱の底部に水を湛へて(多湿区)雨 者間の空中濕度 を異にして,稻 の分蘖 度の

上に及ぼす影響の實験をなした◎上記の装置内で關係滉度,に よる蒸発 量並に

稻の蒸散 疑は次記の如 くである(夏 季の實験)。

 Atmometer

乾 燥区 多 温区

關 係 編 度ee%6980

氣 温 一x-C3L8。32・7。

Atmometerの 蒸発 量(比 数)11981

1CC・ の 地 上部 組 織 粉 末 量 にi対す る蒸 散 量(比 数}IO397

ec'印lt -'日6回 測定結果 の挙均。

蒸散 量測定 の苗 は水耕 に よつて育成せ る もので分蘖 初期に実験 。

。第 十 三 實 験(1927年)

4月21日 に各ポツ トに9粒 宛蒔き5月7日 に3本 を残 し他を間引き,7月2日 ま

で實験をなした。

其結果は第十一4表に掲 ぐる通 りで次の事が認 められる ・i)最 初の分蘖稈 の出現期は乾燥

区即ち戸を開放せるものに於ては多湿区 に比して著 しく蓬れる。ii)主稈 の長 さ及分蘖稈

の総長 さは乾燥颪に於て分蘖 初期及旺盛期共に多湿区 の夫に比 して著しく劣 る。ii)分蘖稈

数に就ては多少趣を異にし,分蘖 初期に於ては乾燥颪に於けるもの多漏歴に比 して著しく

劣 り,中 期にては僅かに劣 り後期に於ては反対 に乾燥区 に於けるもの可な り勝 る傾向を示 し

てゐる。iv)地 上部乾量に就ては乾燥区 に於けるもの明白に劣 る。



第 十 一 表 空中湿度 と稻 の分蘖 度 との關 係。 各区3個体 宛2組 の平均 。

乾燥区(戸 開放)

多湿区(戸閉鎖)

()内は実数,他 は 雨区 の平均 値teを100とせ る場 合 の比 数 。

ec'印(t5月 上 旬 及6月 中 旬の 二 期r 一於 て一 週 間 宛 毎 日測定 結 果 の 平 均 。

第 十 四 實 験(1927年)

大髄第 十三實験 と同様の方法で實験せ るも,本 實験に於ては主稈 の長 さ17-20cm・ に生

長せる苗(8月26日 に播種の もの)を9月27日 に箱内のボツ トに移植 し,11月4日

まで實験を継続 した。 本實験期の初期2Plo月 上旬に於ける多灘魎の最高温度の平均 は

32・5。Cに して,乾 燥-区にては2・50C内 外低く,最 低温に關しても後者に於て0・5。C内 外

低かつた。其實験結果を見るに乾燥歴(戸 の開放)に 於ては常に主稈 の長 さ,分蘖稈数,分

蘖稈の総長 さに於て著しく多湿区 の夫に劣つた。分蘖 旺盛期に於ける地上部乾量に就て も同

様の結果であつたo

IV.考 察

上記諸實験結果に依つて温度並に空中温度 が如何に稻の分蘖 度の上に影響するかに就て大

体窺知し得るのであるが,両 文献に徴して之等の諸結果に考察を試みる事に依つて一層明白

なる結論が得 らる ・様である。

1)温 度と分縫度との關係。 本實験 に於ては恒温の下に實験せるに非ざる故に分蘖 に対

する三主要点 を決定する事は出來ない。然れ共 日々に於て高低ある温度即自然状態に類似の

條件の下にて温度の影響を實験 して分蘖 並に其他の生長に対す る大体 の適温を定め,分蘖 度

と地上部乾量の増加若 くは主稈 の伸長生長 との間に於ける相互關係を明白にする上に於て大

いに意義を認 め得 る様である。



温度に關しては普通稻の堪へ得る範囲 内の一日中の刻 々の温度の平均 を以て其生長 との關

係を吟味する事は最 も意義 あるも,生 長に対す る最高濫附近に上昇せる場合は假令短時間に

ても可な り植物に影響を及ぼすにより(8,7・)實 験中常に最高幾度に上昇したかを考慮すべ

きである。低温に關 しては佐々木氏(8ノ に依るに7-8。Cに ては稻は生長を休1ヒせる如き

も両後温度を上昇せしむるときは再び生長を始むるとの結果に徴せば,7-8。C以 上ならば

假令一時的に低温に遭遇する共絵 り考慮の必要なきもの ・様である。

著者の實験では温度は主として一日中の最高最低温度を測 定せるに過 ぎないのであるが,

實験期間中常に温度の変化の範囲 に注意 し極端の高温に就ては特に考慮を彿ふことを怠 らな

かったのであり,随 つて温度の影響に就ての大体 の概念を得 られた事と思はれる。

先づ最初の分蘖稈 出現期 と温度との關係に就て見るに,第 二實験にて14時 に於ける平均

水温(大体 一日中の最高温を示す)は32。C,其変 化の範囲30-33。C・ のものに於て最 も速か

に出現 し,夫 より高温の場合若 くは低温 となるに從つて漸次遅延 してゐる。氣温 と稻の分蘖

度との關係の實験 に於ても大醗同様に最高最低の平均温度28。C,平均 最高温度35。C内 外

の区に於て最 も早 く出現 してゐる。尚ボツ ト内の水の停滞せるものに於ては其流水の ものに

比 して2--3。C高 温の結果分蘖稈 の最初の出現期に就て前者に於けるもの1-3日 間早い。

伍て,水 温及氣温は分蘖稈 の最初の出現期の上に著 しい影響を及ぼす事は明白にして,最 高

最 低の平均 温度26--320C附 近(實 験の時期及實験法によつて多少相違する)に 於ては分

蘖稈の出現は最 も早 く,夫 よりも温度の上昇若 くは低下するに從つて漸i次選れる様である。

分蘖稈の総長 さに於ける最大区 と地上部乾量に於ける夫とは常に一致し,之 等に対す る璋

温 は最高最低の平均温度26-32QC附 近にあるもの ・如 く,之 より低温若 くは高温 となる

に從つて漸次減少してゐるのは恒温装置の下に實験せる両 氏(4)及

氏(2)等 の結果と同様である。

多 くの場合 に,分蘖稈 の総長 さの増大若 くは地上部乾量の夫に対す る適温 よりも稽 々低温

に於て,主稈 の伸長生長が最大を示 してゐる(第 一,第 三,第 四,第 六及第八表)。此点 は

両氏(4)の 結果 と大燈一致する。

分疑稈数 及主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比等は夫 々分蘖度の如何を表示するもの

にして,之 等の最大区 は分蘖稈 の総長 さ及地上部乾量の夫 と一致せる場合多きも(第 一,第

六,第 八及第五表但し第五表に於 ける稈数 は例外)尚 往 々にして後二者に対す るよりも多少

高温の方に存する様 である(第 四及第五表)。 換言すれば稻の分蘖 度に対す る適温は地上部
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乾量及分蘖稈 の総長 さの増大に対す る適温 と一...一致せ るか若 くは後二者より多少高温の部に存

するらしい、,

分蘖稈数 に就ては高温の爲に稻の生長(地 上部乾量,主稈 の長 さ及分蘖稈 の総長 さよりし

て)は 可な り阻害せ らる ・所に於て異常に増大を示す事が往 々にしτ認 め得 る所で(第 三及

第五表),之 は稻の健康が著しく不良 となりし場合の異常的分蘖 作用2)と 考へ られる。

稻の生長に対す る最高温度は両 氏(4)の 結果によるに390C及43

。Cの 間にあると記 してゐる
,著 者の實験にて實験経過中の最高温度45。C乃 至50。Cに あ

る時は(第 三,第 四及第八表)地 上部乾量,分蘖稈 撒及分麺理の総長 さに於て著しく不良 と

なる。帥之等の温度に於ては稻の生長に対す る最高温度に接しつ ・あるものと認められ,分

莚に対して も同様の様である。

尚實験 開始時に於ける稻の年齢の相違 が,分蘖i並 に其他の生長に対す る最適温度の上に差

異を生ずるや否やに就ては,本 實験の範囲 内にては明白なる結論が得 られざるも,大 燈 に於

て幼苗期若 くは分醒初期に於けるよりも分蘖旺盛期に於ける最適温度が多少高い傾向がある

様であり,此 鐵は更に研究を要する事 と思はれる。

2)空中 滉度と分蘖渡 との關係。空中濕度 は植物の蒸散作用に影響 し,夫 が植物の成形

の上に著 しき影響を及ぼせるに一一・・一原因をなすは 否むべからざる所であつて(10),著 者の前

記の稻に就ての實験にても乾燥氣中では著しく蒸散作用は促進せ られ,多 灘氣中では之に反

し著しく低下を示 し,之 が稻の生長及成形の上に可なり影響 せるものと認められる・術空中

濕度は氣温及日照度に多少変化を及ぼして,夫 が間接に分蘖 作用に影響せる事(1)も 看過す

べからざる虜である。

著者の前記の實験結果の範囲 に於ては,塩 育の初期に於ては察中濕度 の高まるに從つて分

奨度(分蘖稈 の総長 さ,分 葵稈数及主稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比に就て)が 壇進

する傾向を呈せるも,分蘖 旺盛期に於ては多少趣を異にし過度の多灘 μち常に察中濕度 が飽

和若 くは夫に近き状態にあつた場合には多少分甦度が阻害せ られる様である。之に依つて見

るに,稻 の分蘖 に対して は乾燥氣中よりも寧ろ多湿氣の方に於て適せる如 く,殊 に幼苗期若

くは分蘖 初期に鮒 しては飽和に近き漁氣中にある共何等有害に非ざるもの ・様である。此点
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の 著者 の稻 の分蘖 度 と培養液 の酸 度 との關係の実験 に就 て(未 登表),其 培養液 が中性若 くは弱ア

ルカ リの場合には外 見上可なり 不健康 の兆を示 じて ゐるにも係 は らず・初期 に於 ける分蘖 度は

寧 ろ標準区 の夫 に勝 る傾 向なす ら呈 したので,著 者 は之な異常的分薬 作用 と認 めた。



は 氏の大夢 に於ける結果(9)若 くは 氏の に於ける結果(10)

と不一致なるも,多 分稻に於ては之等の陸生植物よりも,よ り一層多滉氣中に好適せるによ

の

るものと考へ られる。

分蘖稈の最初の出現期に就ては,高 淑度の方に於 けるもの多少低淑度に於 ける夫よりも速

かである。

主稈の長 さに就ては,常 に湿度高まるに從つて伸長してゐるのは,他 の多 くの植物に於け

る實験結果 とよく一致する(6,10,11,9),而 して分蘖 度との關係に就ては生育初期と分難

旺盛期 とは稽々趣を異にして,前 者に於ては主稈 の伸長生長と分蘖 度の増大 とは相伴ふ 傾向

を示す も,後 者にては過度の多滉区 に於ける分奨度は多少抑摩せ られ,主稈 の伸長生長 と反

比例的傾向をとる。

地上部生量及乾量に就ても同様 に生育初期及分蘖 旺盛期共に温度 の高まるに從つて増大す

る傾向にある。 之点 は(11)及(5)雨 氏の諸種の植物に於ける結果 と

一致するも
,(6)及(9)両 氏の大夢に於ける結果 と相反 してゐる。

戸の開閉による空中濕度 の實験に就ても大体 同様の結果が得 らる・様である。而して此揚

合には乾燥剤を使用せる場合 よりも温度の不一致を來す事に由來する影響が大である事は考

慮に加へるを要する事である。2Pち温 度に就ては,第 十三實験にて5月 上旬及6月 中旬に

一週間宛の測定の平均 によれば
,乾 燥区(戸 開放)に て最低は0・4。C,最 高は2・4。C低 い。

之が適温以下の温度にては高温の方即多滉区(戸 閉鎖)に対して 有利に作用するも,適 温以

上の氣温では多滉颪に於て逆に不利に作用 したものと考へ られる。著者の他の實験に於て同

年七月上旬 より9月 中旬 まで第+三 實験 と同様の實験をなせるに,地 上部乾量及分蘖 度に

就て戸を開放せる場合には其閉鎖せるものに比 して著しく勝る結果を呈した。之に依つて見

るに,第+三実験 に於て分蘖 旺盛期に乾燥区 の分蘖稈数 が多漏遜の夫に著しく勝 り,分蘖 初

期 とは逆 の結果を呈してゐるのは察中湿度 よりも寧ろ氣温が著しく關與せるらしい。

要するに温度(水 温並に氣温を含む)及空中湿度 が稻の乾量の増加に於ける生長に対して

適度であるならば,分 蛯度(分蘖i稈 数及分蘖稈 の総長 さ等 よりして)も大体 正比例的に増大

す る様である。屯稈の伸長生長に対して も幾分同様の傾向を認め得 るも,過 度の多淑氣中で

は分奨度は多少抑駆され,老 稗の伸長生長 と反比例的傾向をとるらしい。両過度の高温の場

合には地上部乾量及主稈 の長 さが著しく減少せるにも係はらず,分蘖稈数 が急激 なる増大を

示す所の異常的分蘖 作用が認めらる ・様であるQ
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v.摘 要

稻を ワグネル氏ボ ツトに栽培 し,其 海概水中に燭光を異にす る白熱燈 ξ炭素線)を 貼じ,

若 くは硝子箱 内に人れた電氣的獲熱器の褒熱能牽を異にせ しむ る事によつて温度を種 々の程

度に保つて,発芽 直後の幼苗期,分蘖 初期及分蘖 旺盛期に於ける生育度殊に分蘖 度の上に如

何に影響を及ぼすかを調べた。空中温度 に關しては,硝 子箱内に上記のボツ トを置き,箱 内

に乾燥剤なる の窟 々の量を入れ若 くは底部に湛水 し或は更に 日中のみ噴霧すること

に依つて,種 々の程度に空中滋度を保つて発芽 直後より分蘖旺盛期まで栽培 した。

其結果次の事が認められる ・1)適 温区(乾 量から見た地上部生長の最大区)に 於ては分

藁稈 の最初の出現期は最 も早 く,夫 よりも温度の上昇若 くは低下するに從つて出現期は漸次

遅延する。

2)種 々の水温及氣温の下に稻を栽培せる場合に,分 甦旺盛期 までに於ける分蘖稈 の総長

さの最大値を得 る温度と地上部乾量の夫に対す る温 度とは常に柑一致し,夫 よりも高温若 く

は低温 となるに從つて之等の数値は同様に逓減する。

3)分 彙稗撒の増加に対す る最適温度は地上部乾量の夫と略一致せるか若 くは多少高温に

存するらしい。然 るに主稈 の長 さの増大に対す る最適温度は地上部乾量の夫 と略一致せるか

若 くは多少夫よのも低い様である。

4)過 度の高温の爲に稻の健康が多少侵かされし場合に異常的分蘖 作用を招來するものの

様である。

5)稻 の分蘖 度(分蘖稈 の総長 さ,分蘖稈 撒及圭稈 の長 さに対す る分蘖稈 の総長 さの比 に

依るに)は主稈 の長 さ並に地上部生量及乾量なさと同様に乾燥氣中に於けるよりも寧ろ多淑

氣中に於て大 となる。 但し詳言すると分蔓度は分蘖 初期に於ては飽和に近 き高濕度 に於て

も有害に非ざるらしきも,分蘖 旺盛期には 多少分蘖 度に対 し抑屡的に作用する傾向が見え

る0

6)乾 燥氣中では分蘖稈 の最初の出現期が多湿氣中の夫に比 して多少逡延する様である。
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UNTERSUCHUNGEN UEBER DIE BESTOCKUNG DER REISPFLANZEN 

 (ORYZA SATIVVA). H. EINFLUSS DER WASSER- UND LU1-^ TTEMI'ERA-
   TUR UND DER LUFTFEUCHTIGKEIT AUF DIE BESTOCKUNG

(Resumee ) 

Sadayoshi FUKAKI

   Diese Experimente wurden mittels WAGNER'SCher Topfkulturen von Reispflanzen 

and zwar von der Keimlingsphase bis zur maximalen Bestockungszeit ausgefiihrt. 

Als Versuchsmaterial wurde die Reis-Sorte „Shinriki" benutzt and die Beziehungen 

zwischen der Bestockungsweise and der Temperatur (Luft- and Wasserteinperatur) 

bzw. Luftfeuchtigkeit studied. 

   Die Temperatur wurde elektrisch stufenweise geandert : d. i. die Wasser-

temperatur der Topfe wurde mittels Eintauchen von Gluhlampen (Kohlenstofinie) von 

verschiedenartiger Kerzenstarke, die Lufttemperatur in den Glaskasten; vermittels 

Einsetzen von elektrischen Heizern verschiedenartig erwarmt. 

Ein verschiedener Feuchtigkeitsgrad wurde auf die folgende Weise erzielt : in 

den erwahnte Topfe eingesetzten Glaskasten wurden einerseits verschiedenartige Mengen 

von „Adsole" als austrocknendes Mittel eingebracht and anderseits wurde es als 

befeuchtendes Mittel auf die Boden der Kasten Wasser gegossen oder weiter tagsuber 

ein Straubregen gerieselt. 

Die Resultate der Versuche waren die folgenden : 

t) Bei gemassigter Temperatur, wo das maximale Wachstuni der oberirdischen 

Teile nach den Trockengewicht erzielt wird, ist die erste Entfaltungszeit der Be-

stockungstriebe am fruhesten, and sie wird durch Aufsteigern oder Abfallen dieser 

Temperatur allmahlich verspatet. 

   2) Zwar stimmte die Temperatur fur die maximale Gesamtlange der Bestokungs-

halme mit derjenigen des maximalen Trockengewichtes der oberiridischen Teile uber-

ein, and diese beide Werte wurden durch Au&teigeren oder Abfallen dieser Tern-

peratur gleichartig allmahlich verringert. 

   3) Grob genommen stimmt die optimale Temperatur fur die Vermehrung der 
Zahl der Bestockungshalme mit derjenigen fur Vergrosserung des Trockengewichts 

der oberiridischen Teile uberein, es mag vielleicht die erstere um ein geringes haler



sein als die letztere. Es ist auch sehr wahrscheinlich, dass das Temperaturoptimum 

 fur das L,angenwachstum des Haupthalmes mit demjenigen fur die Vergrosserung 

des Trocke gewichtes der oberirdischen Teils ubereinstimmt, oder aber das erstere 

ist mehr oder weniger niedriger als das letztere. 

   4) Wenn die Reispflanzen durch ubermassige Temperatur kranken, so wird 

wahrscheinlich die abnorme Bestockung begunstigt. 

5) Sowohl der Bestockungsgrad (nach Gesamtlange der Bestockungshalme, der 
Zahl der Bestockungshalme and dem Verhaltnis der Gesamtlange der Bestockungs-

halme zur Lange der Haupthalme) als auch die Lange der Haupthalme and das 

Trocken- and Frischgewicht der oberiridischen Teile der in feuchter Luft gezogenen 

Pflanzen ist mehr begunstigt als derjenige der in trockener Luft gezogenen Pflanzen. 
1)och ist, genauer gesagt, die zur Sattigung der Luft notwendige Feuchtigkeit sehr 

wahrscheinlich nicht nachteilig fur das Wachstnm im ersten Stadium der Bestockung, 
wohl aber mehr oder minder ungunstig fur dasselbe in einem spateren Stadium. 

   6) Beziiglich des Zeitpunktes der ersten Entfaltung der Bestockungstriebe, ist 

zu sagen, dass er bei den in trockener Luft gezogenen Pflanzen gegenuber den in 

feuchten Luft gezogenen mehr oder weniger verspatet eintrifft.


